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市
で
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一

日
か
ら
、
ね
た
き
り
老
人
、
一
人
暮

ら
し
老
人
及
び
身
体
障
害
者
の
い
る

世
帯
で
、
現
在
、
家
で
世
話
を
し
て

い
る
人
が
病
気
等
に
よ
り
一
時
的
に

世
話
が
で
き
な
く
な
っ
た
低
所
得
世

帯
の
希
望
者
に
対
し
イ
＼
介
護
人
を

派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

介
護
人
の
派
遣

◆
介
護
人
の
派
遣
を
希
望
す
る
と
き

は
、
本
人
ま
た
は
家
族
及
び
民
生
委

員
、
近
隣
に
在
住
す
る
人
等
が
「
介

護
人
派
遣
申
し
出
書
」
を
市
長
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
長
は
介
護
人
派
遣
の
申
し
出
に

よ
り
、
派
遣
を
必
要
と
認
め
た
場
合

に
は
受
付
簿
に
記
録
す
る
と
と
も
に

登
録
し
て
あ
る
介
護
人
に
介
護
の
依

　
蒙
熱
騨
．
　
　
　
　
緯
時
　
主

　　　最低賃傘が改奪撫な駆ま骸鶴、
聯漏集内にお麟雛薩叢義鎌繊械愈遜幾麟鱗繋短藁藩鋤

輩難欝業の最低糞鞭敬灘鷺鰍レ鳳
奪薗の改正縫翻、奪鹸麟当鑑りの最儀搬金が藁i繍麟

遡鰍醜辮剛艦糟轡バ叫轡継て題
灘鑑欝慧慧鶏◇羅磐
繊鞍灘毒　義嬢2，㈱，（瞭鷹の磨雛轡礒櫛い鷲隷難騰閥鱒翰
円〉

　ただし、つぎにかかげる労働者にろいては1日2，403円（時

間給の労働者については1時問301円）

①糸繰9、糸始宋、溝掃その勉これらに準ずる軽易な業務に主
として従事する人。

②メりヤス製晶縫製業または衣服、その他グ）繊維製品製造業に

係る業務に従事する人。

機械、金篇製品等製造業及び自動童整備業　1日2，885円（時

間給の労働者については1時間361円）

　ただし、！）ぎにかかげる労働者については1日2，758円（時
間給ク）労働者に一）いては1時間345円）

●洋食器、刃物、手道具、金物類製造業または、金属ハウスウ

エアー製造業にかかる業務に従事する人．

頼
を
行
い
ま
す

◆
介
護
人
の
派
遣
は
半
日
単
位
と
し
、

一
世
帯
当
た
り
継
続
し
て
の
派
遣
は

一
．
一
日
を
限
度
と
し
ま
す
、

た
だ
し
、

市
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
あ
、

て
は
．
』
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（
半
日
と
は
午
前
九
時
か
ら
正
午
、

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
）

介
護
の
内
容

　
介
護
人
の
行
う
介
護
は
、
つ
ぎ
の

事
項
に
該
当
す
る
も
の
の
う
ち
必
要

と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
．

ω
食
事
の
世
話

図
住
居
の
掃
除

團
身
の
回
り
の
世
話

＠
生
活
必
需
品
等
の
買
物

樹
医
療
機
関
等
の
連
絡

⑥
そ
の
他
必
要
な
用
務

に
　
時
　
時
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業
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造
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隼

し
労
9
従
ヤ
務
金
労
し
労
器
製
発
5
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力
和
し

　
　
　
　
メ
る
械
給
た
給
洋
ア
効
昭
詳
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　昭和54隼3月31日出
　詳しいことは、卜日町労働基準監督署（十日町市稲荷町2

32一一2079番）へ。

　　今月の納税
　国民健康保険料第1期

納期　4月16目～5月1日

忘れずに納入しましょう。i

なお、例年4月納期の固定i

資産税は5月納期となりまi

す。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
桑
原
芳
一
（
山
本
三
）
五
百
．
．
．

↑
一
．
．
円
　
▼
な
つ
め
ろ
愛
好
会
　
六

万
円
　
▼
立
正
佼
成
会
十
日
町
支
部

影
二
万
千
四
百
八
十
六
円
　
▼
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
十
日
町
一
団
二
万
』
一

千
七
百
レ
九
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控

木
）
f
円
　
▼
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用

者
協
議
会
　
丘
千
円
　
▼
学
校
町
一

婦
人
会
一
同
　
五
百
四
十
一
．
一
円
　
▼

市
農
協
婦
入
部
メ
ダ
カ
グ
ル
ー
プ

一
万
配
千
円
　
▼
吉
田
中
学
校
第
一
．
一

レ
ニ
回
卒
業
生
一
同
　
毛
七
百
』
．
↑

円
▼
馬
場
文
平
（
小
泉
）
百
万
円

交
通
安
全
施
設
へ

　
▼
だ
い
さ
（
駅
通
り
）
　
交
通
安

全
横
断
旗
ほ
か

公
民
館
・
市
民
会
館
へ

　
▼
な
つ
め
ろ
愛
好
会
　
十
一
万
一
、
一
千

二
百
五
十
二
円
　
▼
市
民
芸
能
祭
出

演
団
体
　
九
千
四
百
円
　
▼
十
日
町

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
ニ
十
万
円

▼
市
民
合
唱
団
・
音
楽
サ
ー
ク
ル

ニ
万
円
　
▼
十
日
町
婦
人
会
民
踊
部

一
万
三
千
八
十
九
円
　
▼
十
日
町
市

児
童
家
庭
文
化
協
会
　
十
万
円

（
下
条
地
区
公
民
館
へ
）

　
▼
㈱
村
山
土
建
　
展
示
幕

博
物
館
へ

　
▼
大
島
伊
一
（
水
野
町
）
　
十
万

円
　
▼
㈱
滝
泰
　
二
百
五
十
万
円

▼
大
島
電
気
商
会
　
百
万
円
　
▼
星

野
、
兀
一
（
ド
山
）
　
五
万
円
　
▼
十

日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
　
十
万
円

信
濃
川
運
動
公
園
へ

　
▼
駅
通
り
振
興
組
合
　
ゴ
ミ
箱
三

個　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
十
七
日
図
　
午
後
一
時
～

午
後
四
時
ま
で
　
高
田
町
五
丁
目
の

η
梨
1
ー
…
《

↑
霧

（（
　
選
挙
管
理
委
員
会
は
四
人
の
選
挙

（
管
理
委
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
．

（　
　
委
員
は
選
挙
有
権
者
中
か
ら
市
議

（　　
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
ま
す
、
任
期

　
は
四
年
で
す
．
委
員
会
は
公
職
選
挙

領
等
の
定
め
に
よ
て
衆
議
院
議

（
員
、
参
議
院
議
員
、
県
知
事
、
県
議

㎜　
会
議
員
、
市
長
、
市
議
会
議
員
、
農
業

　
委
員
会
委
員
、
土
地
改
良
区
総
代
等

（
の
選
挙
に
関
す
る
事
務
、
最
高
裁
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

一
部
　
▼
四
月
二
十
五
日
困
　
午
後

一
時
～
午
後
四
時
三
十
分
ま
で
　
北

鐙
坂
の
一
部
、
南
鐙
坂
、
高
島
第
一

の
一
部
▼
四
月
二
十
七
日
囲
午

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
五
軒
新
田
、

塚
田
の
↓
部
、
中
条
八
幡
の
一
部
、

四
日
町
第
一
の
一
部

昭
和
五
十
四
年
度
銃
砲
刀

剣
類
登
録
審
査
会
を
開
催

日
時
　
四
月
十
六
日
側
・
六
月
二
十

二
日
囲
・
九
月
十
七
日
㈲
・
十
一
月

四月マ？
∫義
　　　　レy†高蔑研

　　　　二’
．＿　　　照

6塾疑認　砲

囎ゾ　　ψし篤短r／

《シ

⑳
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■
　
　
　
　

　⑧
　　～
へ　　蕊
　　4■、6

尾
4
　
　
　
伽
膚
　
　
．

ユ
㊦

賦七

重
』
II彰

所
裁
判
畠
民
審
査
霧
婁
怨

名
簿
調
製
事
務
、
選
挙
啓
発
事
務
等
（

を
管
理
執
行
す
る
機
関
で
す
。
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
（
）

　
事
務
局
は
三
名
で
　
う
ち
専
任
は
（
在

一
名
、
兼
任
二
名
で
事
務
を
行
な
っ
（
現

て
お
－
ま
す
．
　
　
蒲

合
蕪
繕
鑓
鴛
貝
襲
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
k

と
同
数
の
四
人
の
補
充
．
貝
が
委
員
と
瀦

同
様
に
市
議
会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
（
1

て
お
り
享
・
　
　
　
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　
（
槙

樋
熊
徹
、
　
　
」
緬

十
五
日
困
・
二
月
十
五
日
囲
　
時
間

は
い
ず
れ
も
午
前
＋
時
～
午
後
一
．
一
時

ま
で
。

場
所
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
大
手
通

一
丁
目
）

持
参
す
る
も
の
　
・
登
録
を
受
け
よ

う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
　
・
所
轄
警

察
署
か
ら
交
付
を
受
け
た
銃
砲
刀
剣

類
発
見
届
出
受
理
証
　
・
登
録
手
数

料
一
件
に
つ
き
三
千
円
（
新
潟
県
収

入
証
紙
で
納
入
す
る
）
X
篭

　
　
づ
ヒ
げ
2
　
齢

O
山
の
試
験
場
で
は
．
．
．
月
二
十
一
』
日

消
雪
日
を
迎
え
ま
し
た
．
観
測
史
上

二
番
目
の
早
い
雪
消
え
で
す
。
こ
の

早
い
春
に
誘
わ
れ
た
の
か
、
四
月
六

日
も
う
ツ
バ
メ
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

O
八
日
に
県
議
選
が
終
り
、
二
十
二

日
に
は
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
。
八
十
年
代
に
向
け
て
の

新
し
い
十
日
町
市
の
出
発
で
す
．

O
“
年
金
時
代
”
”
あ
の
時
こ
ん
な
こ

と
が
〃
の
新
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
ま

し
た
。
　
一
年
間
続
き
ま
す
。

■市勢／人ロー50，315人（男24，689・女25，626人）／世帯数…l　I，95

昭和54年5月10日発行翻膨

編集発行／十日町市役所（電話㈹7－3111）毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認11∫（1部6円
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新成人からも
ひ／と／こ／と

家族で
遊べる場を
中条上町

樋口美津子（20）

　私は、地元新聞の公約を読んで投

票しました。それを守ってもらいた

・いと思います。

　市長さんは、市役所の中にばっか

りいないで、いろいろな会合にでて

市民に接して欲しいんですg子供達

にも親しみのもてる人にと望みます。

　施設では、家族連れで行ける運動

公園とアスレチックを一緒にしたよ

うなのがあればいいですね。議員さ

んは28人もいるのですから、大きな

ことよりもちいさな身近なものを拾

いあげて欲しいと思います。

市民の声を
直接政治に
細　尾

金子正一（20）

　選挙権を得たばっかりで、あんま

り政治には関心はないのですが、昭

和十年代生まれの若い市長さんの誕

生で私達にも通じるところができた

ような気がします。地万の時代とか

言われていますが、街の中ばっかり

良くなってもらっては困ります。公

共施設としては、若者中心の研修セ

ン9一はどうでしょうか。
　私は、市会議員は地域代表の性格

が強いと思いますから、細尾にも未．

舗装の市道がありますが、そういっ

た地元の身近な問題を掘りおこして

市とのバイブ役になってもらいたい

と思います。

歯医者と
劇場と公園を

上新田
村山笑子（20）

　中学校の時、歯医者さんに通よっ

てましたが、だいぶ待たされました。

今も六ヵ月ぐらい侍たなければなら

ないようですがなんとかならないで

しようか。

　私は、演劇をやっていますが演劇

を観にゆくのにも長岡まで行かなけ

ればならなくて、それも平日の六時

頃から始まるので会社が終ってから

では間にあわないんです。十日町に

も劇場が欲しいんてす。夢でしょうか。

　もうびとつ設備の良い公園ですね。

愛宕山とか、ちいさな公園はあります

が、もうすこし大きな公園が作れな

いものでしょうか。

（第3種郵便物認可）昭和54年5月10日

佐藤　勝巳　　樋口　熊蔵　　小林　辰雄　　佐藤　利雄

讐
織

斉木　正義　　遠田　金市　　樋熊　清一　　金子　幸造

o小宮山達男　　根津　新作　　橋本　貞一

　
訂
正
　
四
月
二
十
五
日
付
「
お
知

ら
せ
版
」
一
面
の
記
事
を
次
の
と
お

り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

佐
藤
利
雄
　
54
（
誤
）
↓
53
（
正
）

小
宮
山
達
男
　
6
4
（
誤
）
↓
65
（
正
）

　
無
新
（
誤
）
↓
無
現
（
正
）

風間又五郎

小杉　清一

佐藤　一男　　滝沢　重治

小林　正俊　　尾身　武志　　樋口　久一　　小海　徳治

若い人を盛りあげて

　
　

　
ω

『
昭

町
雅

雪
津

美
根

　立合演説会を聞きに行ったのですが、

若い人の姿があんまりみられませんでし

た。十日町は若い人の街だと言われてい

るのにもうひとつ活気がないような気が

します。関心がうすいのはわからないと

いうのが大きな原因だと思いますが、若

い人を盛りあげるような政治をして欲し

いと思います。

　十日町は、スボーツ施設は充実してい

ますが、トレーニンクセン9一と、身近

な問題では、車を使わないと仕事になら

ないので消雪バイフが欲しいです。

山問地の農業も

田　麦

福崎敏子（52）

　而中を二分した長い選挙戦の結果誕生

されたいまだかってなかった若い市長さ

ん。織物十臼町のご三家の社長の職より

市長になられたわけですが、山間地の農

業の実態も良く見ていただき、新しい観

点に立って適切な施策をお願いいたしま

す。また、工場誘致等にも力を入れてほ

しいものと願っています。それと、春日

前市長さんの公平無私な姿勢は是非守っ

てほしいと思います。市会議員の皆さん

は、言うべきことは言っても市長さんを

盛りたて、市の発展のため全力をあげて

ご活躍をお願いいたします。
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まず道路を

吉田山谷

関ロヒデ子（35）
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竈属のための博物館を目指しで
㊥⑫㊥

4月27日開館

團
國
團
回
圃
園
圃
國
圏
囹
圃

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
準

備
を
進
め
て
き
た
十
日
町
市
博
物
館
は
、
去
る
四
月
二
十
七
日
開
館

式
を
お
こ
な
い
、
正
午
か
ら
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
ま
で

の
皆
様
の
暖
い
ご
協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
十
日
町
市
博
物
館
は
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
ゆ
け
る
博
物
館
、
地
域

の
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
市
民
の
教
養
の
場
、
憩
い
の
場
と

し
て
活
用
で
き
る
博
物
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の

た
め
の
博
物
館
づ
く
り
に
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

、

環

襯

雪
国
の
動
物タ

　開館び）日、メキシコグ） 二入び）お嬢さんがヒョッ

コリ博物館を訪れました．二人は1’日町と博物館

の印象を

　粘メキシコし・）へ口は1，300万人もあるかド）・それ

にくらべたド、卜日町はちっちゃな町だけど、とと

ルベいて清潔な町たという印象を受けました。

博物館こ一番気に入’・たび）は、現代の織物のコー

ナー。ビ・ソクリしたび）は移転した民家の中です。

今の日本から想像して、とてもあんな生活か最近

主であ・、たなノ、、て信じらオぽせん．’〆

変電所

□

口西小学校

　　　　◎博物館
5iI

本町西線

十日町駅

□
越後交通 飯山線

Il

iI

ll51

昭和町 十日町シルク

ロ
交番

口
lII

ロロ国道117号線 田川橋

商工福祉会館

ll

◆赫赫
※開館時間　午前9時～午後4時30分　　　，※博物館友の会ヘノ）お

※休館日　　毎週月曜日　　　　　　　　　　i　博物館では、博物館

　　　　　国民の祝日（文化の日を除く〉　1　てていくためび）“博

　　　　　年末年始（12月27日～1月4日）i　員を募集しています

※人館料　　無料です。　　　　　　　　　　i　博物館、公民館（本

　　　　　特別展については有料のこともi　にあります．くわし

　　　　　あります。

※博物館友の会ヘノ）おさそい

　博物館では、博物館を利用したり、育

　てていくためび）“博物館友ヴ）会”の会

　員を募集しています。申し込み用紙は

　博物館、公民館（本館、地区館）なと

　にあり　ます．　くわし　くは†専彗勿餅｛一一

図内案
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¶
彦
盈
■
罵
幽
職

民家を移築して　　　十日町のシンボルに
　　　稲荷町　根津甲作、時子さん

　良くできてますねえ。博物館友σ）会び）設

・z総会び）時に“刀剣と冑のない博物館はこ

こだけだケと話しがありましたが、本当に

この地域♂）歴史が雪と織物と信濃川び）テー

マび）中で良く展示されています。私は、1・

口町にずっと住んでいても山地の地理は良

くわかド，なかったび）ですが、あの地型模型

を見て良くわかりました。

　1』日町のシンボルが1つふえました。

冬
の
外
仕
事

　　　博物館友の会

　　　設立総会開催
　有志の呼びかけで会員を募集していた

博物館友の会では、去る4月14日設立総会

を閉き、規約の審議と役員の選出をおこな

い、会長1名、副会長2名、評議員10名、

幹事3名、会計監事2名の役員を選出しま

した。会長には滝沢洋一さん、副会長には

木内準一郎さんと富田淑子さんが選ばれま

した。現在会員は300名をこえ、いよいよ本

格的な活動を開始しています。友の会では

引続き会員募集をおこなっせいますグ）で入

会を希望されるかたは博物館までご連絡く

ださい。

　なお、友の会では、開館を記念して入館

記念のスタンプをつくり、入館者からたい

へん喜ばれています。

　　　開館記念特別展
西脇新次郎家所蔵

越後のちぢみ展
十日町市博物館
十目町織物工業協同組合

主催4月27日～5月20日
博物館2階特別展示室

間
所

期
場

十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
、
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
の
協
賛
を
え
て
、
開
館
記
念
特
別
展
・
西
脇
新
次
郎
家
所
蔵
「
越

後
の
ち
ぢ
み
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
千
谷
市
・
西
脇
新
次
郎
家
の

協
力
で
、
同
家
に
秘
蔵
さ
れ
た
越
後
縮
の
名
品
の
数
々
を
初
め
て
展
示
公
開
す
る

も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
お
さ
そ
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
は
無
料
で
す
。
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市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
準

備
を
進
め
て
き
た
十
日
町
市
博
物
館
は
、
去
る
四
月
二
十
七
日
開
館

式
を
お
こ
な
い
、
正
午
か
ら
一
般
に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
開
館
ま
で

の
皆
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協
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を
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い
た
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ま
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。
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館
は
、
皆
さ
ん
が
気
軽
に
ゆ
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博
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地
域
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セ
ン
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と
し
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ま
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民
の
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養
の
場
、
憩
い
の
場
と

し
て
活
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で
き
る
博
物
館
を
目
指
し
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い
ま
す
。
今
後
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の
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に
お
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添
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を
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す
。
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コリ博物館を訪れました．二人は1’日町と博物館
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　粘メキシコし・）へ口は1，300万人もあるかド）・それ

にくらべたド、卜日町はちっちゃな町だけど、とと

ルベいて清潔な町たという印象を受けました。

博物館こ一番気に入’・たび）は、現代の織物のコー

ナー。ビ・ソクリしたび）は移転した民家の中です。
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　　　　　特別展については有料のこともi　にあります．くわし

　　　　　あります。
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　員を募集しています。申し込み用紙は

　博物館、公民館（本館、地区館）なと

　にあり　ます．　くわし　くは†専彗勿餅｛一一

図内案

第3種郵便物認可）昭和54年5月10日とおガ蓄3（5）

¶
彦
盈
■
罵
幽
職

民家を移築して　　　十日町のシンボルに
　　　稲荷町　根津甲作、時子さん

　良くできてますねえ。博物館友σ）会び）設

・z総会び）時に“刀剣と冑のない博物館はこ

こだけだケと話しがありましたが、本当に

この地域♂）歴史が雪と織物と信濃川び）テー

マび）中で良く展示されています。私は、1・

口町にずっと住んでいても山地の地理は良

くわかド，なかったび）ですが、あの地型模型

を見て良くわかりました。

　1』日町のシンボルが1つふえました。

冬
の
外
仕
事

　　　博物館友の会

　　　設立総会開催
　有志の呼びかけで会員を募集していた

博物館友の会では、去る4月14日設立総会

を閉き、規約の審議と役員の選出をおこな

い、会長1名、副会長2名、評議員10名、

幹事3名、会計監事2名の役員を選出しま

した。会長には滝沢洋一さん、副会長には

木内準一郎さんと富田淑子さんが選ばれま

した。現在会員は300名をこえ、いよいよ本

格的な活動を開始しています。友の会では

引続き会員募集をおこなっせいますグ）で入

会を希望されるかたは博物館までご連絡く

ださい。

　なお、友の会では、開館を記念して入館

記念のスタンプをつくり、入館者からたい

へん喜ばれています。

　　　開館記念特別展
西脇新次郎家所蔵

越後のちぢみ展
十日町市博物館
十目町織物工業協同組合

主催4月27日～5月20日
博物館2階特別展示室

間
所

期
場

十
日
町
市
博
物
館
で
は
、
四
月
二
十
七
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
、
十
日
町
織

物
工
業
協
同
組
合
の
協
賛
を
え
て
、
開
館
記
念
特
別
展
・
西
脇
新
次
郎
家
所
蔵
「
越

後
の
ち
ぢ
み
」
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
千
谷
市
・
西
脇
新
次
郎
家
の

協
力
で
、
同
家
に
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蔵
さ
れ
た
越
後
縮
の
名
品
の
数
々
を
初
め
て
展
示
公
開
す
る

も
の
で
す
。
ど
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ぞ
お
さ
そ
い
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わ
せ
の
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え
ご
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だ
さ
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入
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。
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⇒
公
式
戦
始
ま
る
（
城
ケ
丘
で
）

駐嫌、、薫連勲勲、，，，．、、、

ll繋三三欝締議教敷
1
．

翫　　もうすぐ・田植えも最盛期です・

葛山菜取りをかねて魚沼スカイラインヘ（栃窪峠展望台）曾親も子も着飾って
　～花まつり幼児行列～

塁チビッ子つり大会（大池）

門i5月18囲19（土）20（日）日

～1人でも多くのかたが
　きもの姿でお越しください～

　
　
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

■
主
催
㈹
全
日
本
き
も
の
振
興
会

◎総合求評会

　5／18・織物組合

◎染織作品公募展

　5／18～20・市民会館

◎日図展

　5／18～20・訓練校体育館

◎5月20日の催し物
●開　宴　午前11時30分

●ところ　十日町市民体育館

　　　　十日町市民会館

　く8〉’80新潟県きもの

　　　　　女王コンテスト

　⇔きものショー

　⑧歌謡ショー

　⇔お楽しみ抽選会

　⇔食べものパビリオン

　⑧抹茶のサービス

※お問い合わせは、十日町市

　織物工業協同組合きものま

　つり実行委員会事務局へ
　　　　　（87－9111番）

瀞
妻
宅
児
置
そ
ラ
蟹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

米
の
栄
養
を

　
　
　
見
直
そ
う

栄
養
士
会

十
日
町
支
部

　
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
運

動
の
裏
に
は
、
米
の
栄
養
を
正
し
く

理
解
し
輸
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
栄
養
士
会
で
は
、
食
糧
庁
、
全
国

米
穀
商
組
合
等
と
共
催
で
、
昨
年
十

一
月
、
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
委

員
の
方
々
を
中
心
に
し
た
、
米
食
栄

養
学
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
栄
養
摂
取
状
況
を
、
昭
和

五
十
二
年
度
国
民
栄
養
調
査
の
結
果

か
ら
見
ま
す
と
、
米
の
摂
取
量
は
二

十
年
前
と
比
較
し
て
激
減
し
て
い
ま

す
．
米
は
い
も
な
ど
と
同
じ
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
簡
単
に
満
腹
感

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
減
っ

た
の
は
、
他
の
食
品
で
食
欲
を
満
た

す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

五
年
前
と
比
べ
て
、
調
味
嗜
好
飲
料

の
摂
取
量
ば
、
依
然
と
し
て
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
食
生
活
の
豊
か
さ
を
指
す

食
品
と
し
て
、
二
十
年
前
と
比
べ
増

加
し
て
い
る
食
品
は
、
乳
、
卵
、
肉
な

ど
の
動
物
性
食
品
を
は
じ
め
、
油
脂

類
、
果
実
な
ど
で
す
。
こ
の
豊
か
さ

の
う
ら
に
は
、
肥
満
者
が
年
齢
と
と

も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
肥
満
と
高
塩
圧
の
発
現
率
な
ど
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
国
民
栄
養
調
査

で
は
、
「
毎
日
の
食
物
に
つ
い
て
よ
り

い
っ
そ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
々
」
が
数
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一

見
豊
か
そ
う
に
見
え
る
食
生
活
や
日

本
の
食
糧
は
、
裏
を
返
せ
ば
い
か
に

危
険
で
あ
り
、
弱
い
も
の
で
あ
る
か

は
明
ら
か
で
す
。

　
健
康
は
人
生
の
基
盤
で
す
。
健
康

を
増
進
す
る
に
は
、
「
栄
養
素
の
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
」
「
適
度
な
運
動
」

　
「
適
切
な
休
養
」
の
三
つ
を
調
和
さ

せ
、
そ
れ
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
「
粉
食
は
近
代
的
で
あ
り
、

米
食
よ
り
健
康
的
で
あ
る
」
と
い
う

風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
米
を

食
べ
る
と
ふ
と
る
し
と
か
「
胃
病
や

高
血
圧
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
こ

と
も
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
米
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

米
の
食
べ
か
た
が
悪
か
っ
た
た
め
に

お
き
た
こ
と
が
ら
で
し
た
。
最
近
、

菓
子
類
、
嗜
好
飲
料
の
摂
取
過
多
に

よ
り
、
脚
気
に
似
た
症
状
の
人
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
、
消
化

が
よ
く
な
い
、
胃
の
具
合
が
悪
い
、

仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
モ
リ
モ
リ
わ

い
て
こ
な
い
…
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
・
こ
の
よ
う
な
蟻
X
ロ
は
、
　
酬
応
ビ

タ
ミ
ン
B
の
不
足
を
疑
っ
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
す
．

　
　
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
政
を
補
う
に
は
、

　
胚
芽
米
が
あ
り
ま
す
。
胚
芽
米
に
は
、

・
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を
は
つ
ら
つ
と
行

　
う
に
必
要
な
ゼ
ダ
し
ン
が
白
米
の

　
二
・
五
倍
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他

　
に
ビ
タ
ミ
ン
臨
、
E
、
リ
ノ
ー
ル
酸

　
な
ど
成
人
病
や
老
化
を
防
ぐ
に
役
立

　
つ
豊
富
な
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
栄
養
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

　
た
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
・
・
、
ン
B
は
、

　
胚
芽
米
を
多
く
と
る
こ
と
と
ビ
タ
、
、
、

　
ン
残
、
A
と
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
牛
乳

　
を
二
百
砂
．
以
上
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
平
均
鎧
は
確
保
さ
れ
ま
す
。
米
の
栄

　
養
的
価
値
を
よ
く
露
識
し
て
精
自
米

　
に
は
、
強
化
精
褒
や
強
化
米
を
混
ぜ

　
た
り
、
胚
芽
米
に
き
り
か
え
て
ゆ
く

　
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
い
き
い
き
と
丈
夫
で
畏
生
き
と
い

　
う
楽
し
い
人
琵
を
送
る
た
め
に
講
積

　
極
的
に
健
康
へ
み
役
資
を
良
生
活
に

　
す
る
時
代
で
す
。
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古
タ
イ
ヤ
等
は
産
業
廃
棄
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
理
業
者
に
依
頼
を

　
古
ダ
イ
ヤ
、
廃
油
、
合
成
樹
脂
等

の
廃
棄
物
を
み
だ
り
に
屋
外
’
．
、
焼
却

す
る
こ
と
は
、
ひ
ど
い
ば
い
煙
や
悪

自ぺ

が
発
生
す
る
た
め
県
条
例
に
柔
り

禁
止
さ
れ
て
い
主
ナ

　
こ
れ
ら
廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合

は
、
左
記
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

に
依
頼
さ
れ
る
k
う
お
願
い
し
主
す

処
理
業
者
名

住
　
　
　
所

連
絡
先
2

取
扱
い
廃
棄
物

㈲
林
屋
商
店

卜
日
町
市
大
字
内
島
子

1
0
3
8
～
ワ
一

ワ
一
～
り
一
、
6
7
4

古
ダ
ィ
ヤ
、
廃
油

㈱
寿
ダ
イ
ヤ
セ
ン
々
1

北
魚
沼
郡
川
口
町
西
川
口

3
0
Ω
コ
0

（
0
2
5
8
8
9
）

3
り
一
ウ
一
ワ
一

古
ダ
／
－
ヤ

刈
羽
廃
ケ
イ
ヤ
セ
ン
ケ
i

刈
羽
郡
刈
羽
村
字
大
沢

4
3
9
～
3

（
0
2
5
8
）

4
6
～
5
1
9
り
一

古
ダ
イ
ヤ

㈱
マ
ス
ガ
ダ
食
品

．
島
郡
越
路
町
大
字
飯
塚

り
一
7
4
9
～
－

（
0
2
5
8
9
）

ウ
一
～
3
4
0
3

古
々
イ
ヤ
、
廃
油

住
民
検
診
（
繭
螂
痴
馳
掛
ゲ
ン
間
接
撮
影
）
日
程

◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受

　
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
　
区

5
月
23
目
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

十
日
町
市
民
会
館

十
日
町
（
平
場
）
地
区

5
月
鈎
日
困

5
月
％
日
樹

5
月
2
8
日
㈲

新
座
保
育
所

新
座
地
区

5
月
2
9
日
図

十
日
町
市
民
会
館

十
日
町
（
平
場
）
地
区

5
月
30
日
困

5
月
紐
日
困

大
井
田
公
民
館

大
井
田
地
区

6
月
1
日
囲

6
月
14
日
困

午
前
1

　
～
n
時

塩
野
冬
季
分
校

塩
野

後
1～

2
時

願
人
冬
季
分
校

願
入

6
月
1
5
日
働

剛
－
　
　
　
．
ラ

～
n
時

池
谷
分
校

池
谷
、
人
山

．
蝿
羅
餌
密

●
春
の
お
と
ず
れ
と
共
に
家
屋
の
新

築
、
改
築
な
ど
の
た
め
電
話
器
や
、

引
込
線
の
移
転
等
の
ご
注
文
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
急
な
ご
注
文
で
す
と
ご
希
望
の
日

に
工
事
が
～
．
、
き
な
い
場
合
か
あ
．
り
圭

す
の
で
、
特
に
春
の
こ
み
合
う
時
期

は
二
週
間
ほ
ど
前
に
ご
注
文
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
電
報
電
話
局
の
窓
口
営
業
時
間
を
、

つ
ぎ
の
と
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

主
し
た
の
イ
、
、
、
、
こ
案
内
い
た
し
主
す
、

平
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
圭
で

土
曜
日
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

日
曜
日
・
祝
日
　
休
業

　
な
お
、
電
話
受
付
は
つ
ぎ
の
と
お

り
イ
．
㌧
す
。

平
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
κ

時
ま
’
、
㌧

土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

十
二
時
三
十
分
ま
で

日
曜
日
・
祝
日
　
休
業

国
際
児
童
年
記
念

「
母
と
子
で
つ
く
る

新
し
い
子
ど
も
の
歌
」
募
集

とおガ詐当

《
詞
の
募
集
》
子
ど
も
が
歌
う
の
に

適
し
た
も
の
で
．
長
さ
は
自
由
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
を
使
い
、
必
ず
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）

性
別
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切
　
κ
月
二
卜
κ
日
團

●
送
り
先
　
〒
血
　
東
京
都
千
代
田

区
猿
楽
町
二
－
一
－
八
　
財
目
本
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
「
母
と
子
で

つ
く
る
新
し
い
子
ど
も
の
歌
A
」
係

●
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
奮
（
O

．
、
．
）
二
九
五
－
六
一
四
一
番
）
ま
で
、

（7）

主
婦
の
ぺ
薫
お
と
税
金
．

　
パ
ー
ト
収
人
と
い
う
と
内
職
や
外

交
員
の
収
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
主
婦
の
パ
ー
ト
収

人
が
給
与
だ
け
の
場
合
所
得
税
が
ど

の
よ
う
に
な
る
か
を
説
明
し
て
み
ま

し
女
う
、
．

　
下
表
の
柔
う
に
、
パ
ー
ト
収
人
が

年
間
し
十
万
円
（
月
平
均
約
圧
万
八

千
、
．
一
．
白
円
）
ま
で
は
、
奥
さ
ん
に
も

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
、
こ
主
人

の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
も
受
け
ら

　～老後に
②ゆとりを～

れ
ま
す
、

　
年
間
収
入
が
七
十
万
円
を
超
え
し

十
九
万
円
ま
で
の
場
合
は
、
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
控
除
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
七
十
九
万
円
を
超
え
ま
す
と
税
金

も
か
か
り
ま
す
し
、
配
偶
者
控
除
も

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
、

か
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
、

　
　
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税

パ
ー
ト
の
年
収

夫
の
所
得
か
ら

醒
偶
者
控
除
が

パ
ー
ト
収
人

に
所
得
税
か

70

万
円
以
ト

又
け
ら
れ
る

か
か
ら
な
い

m
万
円
超

79

万
円
以
ド

賞
け
ら
れ
な
い

か
か
ら
な
い

79

万
円
超

又
け
ら
れ
な
い

か
か
る

主
婦
に
有
利
な

国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の

た
め
に
あ
る
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
、

し
か
し
今
生
き
て
い
る
あ

な
た
へ
の
保
障
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
、

＼
．

　
今
回
は
、
母
子
年
金
の
実
例
を
ひ

も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
、
　
（
A
子
さ

ん
は
国
民
年
金
の
任
意
加
人
者
で
夫

が
．
厚
生
年
金
加
入
の
場
合
）

　
市
内
に
住
む
A
子
さ
ん
一
家
に
、

突
然
の
不
幸
が
舞
い
込
ん
だ
．
家
の

大
黒
柱
に
先
立
た
れ
た
か
ら
だ
、
夫

婦
の
間
に
は
、
卜
歳
の
長
男
と
六
歳

の
長
女
の
二
入
の
子
供
が
い
る
．
こ

の
A
子
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
会
社
の

人
た
ち
が
よ
く
め
ん
ど
う
を
み
て
く

れ
た
。
四
十
九
日
忌
に
訪
れ
た
課
．
長

の
K
氏
が
こ
ん
な
質
問
を
し
た
「
奥

さ
ん
、
あ
な
た
国
民
年
金
に
加
人
し

て
い
ま
す
か
」
A
子
さ
ん
は
圧
卜
．
一

年
に
市
の
年
金
係
へ
で
か
け
、
国
民

年
金
に
加
人
し
た
こ
と
を
思
い
だ
し

た
、
む
ろ
ん
任
意
加
人
た

　
十
八
歳
未
満
の
子
供
が
い
て
、
妻

が
国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
る
場
合
、

妻
は
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
一
年
以

上
経
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

A
子
さ
ん
の
場
合
、
一
年
以
上
経
過

し
て
い
る
か
ら
O
K
だ
。
夫
の
遺
族

年
金
と
、
母
子
年
金
年
額
三
十
一
．
一
万

六
千
一
。
一
百
円
を
年
四
回
に
わ
け
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
じ
町
内
に
住
む
B
子
さ
ん
の
場

合
、
A
子
さ
ん
と
違
っ
て
全
く
気
の

毒
だ
．
ご
主
人
は
働
き
者
の
大
工
だ

っ
た
。
当
然
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
だ
っ
た
が
、
加

人
し
て
い
な
い
．
ま
し
て
B
子
さ
ん

は
、
年
金
制
度
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
ご
主
人
が
急
死
し
た
の
は
昨

年
の
秋
．
B
子
さ
ん
は
κ
歳
の
．
長
女

を
頭
に
、
、
、
人
の
子
供
を
持
つ
母
子
家

庭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
ご
益

人
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
、
厚
生
年

金
（
遺
族
年
金
）
が
お
り
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
職
人
だ
っ
た
か
ら
国
民

年
金
の
強
制
加
入
グ
ル
㌧
フ
で
あ
り
、

遺
族
年
金
は
対
象
外
だ
．
ー
B
子
さ
ん

が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
は
、

母
子
年
金
は
必
ず
貰
え
た
の
だ
が
・
㌔

　
B
子
さ
ん
は
、
年
金
の
恩
恵
を
何

ら
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

で
も
B
子
さ
ん
は
、
こ
こ
で
年
金
に

加
人
し
た
。
せ
め
て
自
分
が
老
後
に

な
っ
て
も
ら
え
る
老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
だ
。
今
の
と
こ
ろ
生
活
が
苦

し
い
か
ら
、
保
険
料
免
除
の
手
続
き

を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
、

　
奥
、
様
方
、
国
民
年
金
は
弱
い
症
場

に
あ
る
主
婦
の
た
め
、
有
利
な
特
典

か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早

く
加
人
さ
れ
た
方
が
お
得
で
し
虹
う



oo
ミ

串

（6

とおガ伊』雪第3樟．郵便物認可1昭和54年5月10日

⇒
公
式
戦
始
ま
る
（
城
ケ
丘
で
）

駐嫌、、薫連勲勲、，，，．、、、

ll繋三三欝締議教敷
1
．

翫　　もうすぐ・田植えも最盛期です・

葛山菜取りをかねて魚沼スカイラインヘ（栃窪峠展望台）曾親も子も着飾って
　～花まつり幼児行列～

塁チビッ子つり大会（大池）

門i5月18囲19（土）20（日）日

～1人でも多くのかたが
　きもの姿でお越しください～

　
　
　
十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

■
主
催
㈹
全
日
本
き
も
の
振
興
会

◎総合求評会

　5／18・織物組合

◎染織作品公募展

　5／18～20・市民会館

◎日図展

　5／18～20・訓練校体育館

◎5月20日の催し物
●開　宴　午前11時30分

●ところ　十日町市民体育館

　　　　十日町市民会館

　く8〉’80新潟県きもの

　　　　　女王コンテスト

　⇔きものショー

　⑧歌謡ショー

　⇔お楽しみ抽選会

　⇔食べものパビリオン

　⑧抹茶のサービス

※お問い合わせは、十日町市

　織物工業協同組合きものま

　つり実行委員会事務局へ
　　　　　（87－9111番）

瀞
妻
宅
児
置
そ
ラ
蟹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

米
の
栄
養
を

　
　
　
見
直
そ
う

栄
養
士
会

十
日
町
支
部

　
米
の
消
費
拡
大
を
図
る
た
め
の
運

動
の
裏
に
は
、
米
の
栄
養
を
正
し
く

理
解
し
輸
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
栄
養
士
会
で
は
、
食
糧
庁
、
全
国

米
穀
商
組
合
等
と
共
催
で
、
昨
年
十

一
月
、
地
域
の
食
生
活
改
善
推
進
委

員
の
方
々
を
中
心
に
し
た
、
米
食
栄

養
学
術
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
栄
養
摂
取
状
況
を
、
昭
和

五
十
二
年
度
国
民
栄
養
調
査
の
結
果

か
ら
見
ま
す
と
、
米
の
摂
取
量
は
二

十
年
前
と
比
較
し
て
激
減
し
て
い
ま

す
．
米
は
い
も
な
ど
と
同
じ
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
簡
単
に
満
腹
感

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
減
っ

た
の
は
、
他
の
食
品
で
食
欲
を
満
た

す
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

五
年
前
と
比
べ
て
、
調
味
嗜
好
飲
料

の
摂
取
量
ば
、
依
然
と
し
て
高
い
レ

ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
食
生
活
の
豊
か
さ
を
指
す

食
品
と
し
て
、
二
十
年
前
と
比
べ
増

加
し
て
い
る
食
品
は
、
乳
、
卵
、
肉
な

ど
の
動
物
性
食
品
を
は
じ
め
、
油
脂

類
、
果
実
な
ど
で
す
。
こ
の
豊
か
さ

の
う
ら
に
は
、
肥
満
者
が
年
齢
と
と

も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
肥
満
と
高
塩
圧
の
発
現
率
な
ど
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
国
民
栄
養
調
査

で
は
、
「
毎
日
の
食
物
に
つ
い
て
よ
り

い
っ
そ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人
々
」
が
数
多
く
存
在
す
る
こ

と
が
明
ら
か
で
す
。
こ
の
よ
う
に
一

見
豊
か
そ
う
に
見
え
る
食
生
活
や
日

本
の
食
糧
は
、
裏
を
返
せ
ば
い
か
に

危
険
で
あ
り
、
弱
い
も
の
で
あ
る
か

は
明
ら
か
で
す
。

　
健
康
は
人
生
の
基
盤
で
す
。
健
康

を
増
進
す
る
に
は
、
「
栄
養
素
の
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
」
「
適
度
な
運
動
」

　
「
適
切
な
休
養
」
の
三
つ
を
調
和
さ

せ
、
そ
れ
を
実
践
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
「
粉
食
は
近
代
的
で
あ
り
、

米
食
よ
り
健
康
的
で
あ
る
」
と
い
う

風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
米
を

食
べ
る
と
ふ
と
る
し
と
か
「
胃
病
や

高
血
圧
に
な
り
や
す
い
」
と
い
う
こ

と
も
い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
米
が
悪
か
っ
た
の
で
は
な
く
、

米
の
食
べ
か
た
が
悪
か
っ
た
た
め
に

お
き
た
こ
と
が
ら
で
し
た
。
最
近
、

菓
子
類
、
嗜
好
飲
料
の
摂
取
過
多
に

よ
り
、
脚
気
に
似
た
症
状
の
人
が
ふ

え
て
い
ま
す
。

　
な
ん
と
な
く
体
が
だ
る
い
、
消
化

が
よ
く
な
い
、
胃
の
具
合
が
悪
い
、

仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
モ
リ
モ
リ
わ

い
て
こ
な
い
…
な
ど
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
・
こ
の
よ
う
な
蟻
X
ロ
は
、
　
酬
応
ビ

タ
ミ
ン
B
の
不
足
を
疑
っ
て
み
る
こ

と
が
必
要
で
す
．

　
　
こ
の
ビ
タ
ミ
ン
政
を
補
う
に
は
、

　
胚
芽
米
が
あ
り
ま
す
。
胚
芽
米
に
は
、

・
仕
事
や
ス
ポ
ー
ツ
を
は
つ
ら
つ
と
行

　
う
に
必
要
な
ゼ
ダ
し
ン
が
白
米
の

　
二
・
五
倍
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
他

　
に
ビ
タ
ミ
ン
臨
、
E
、
リ
ノ
ー
ル
酸

　
な
ど
成
人
病
や
老
化
を
防
ぐ
に
役
立

　
つ
豊
富
な
栄
養
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
民
の
栄
養
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ

　
た
不
足
し
が
ち
な
ビ
タ
・
・
、
ン
B
は
、

　
胚
芽
米
を
多
く
と
る
こ
と
と
ビ
タ
、
、
、

　
ン
残
、
A
と
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
牛
乳

　
を
二
百
砂
．
以
上
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
平
均
鎧
は
確
保
さ
れ
ま
す
。
米
の
栄

　
養
的
価
値
を
よ
く
露
識
し
て
精
自
米

　
に
は
、
強
化
精
褒
や
強
化
米
を
混
ぜ

　
た
り
、
胚
芽
米
に
き
り
か
え
て
ゆ
く

　
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
い
き
い
き
と
丈
夫
で
畏
生
き
と
い

　
う
楽
し
い
人
琵
を
送
る
た
め
に
講
積

　
極
的
に
健
康
へ
み
役
資
を
良
生
活
に

　
す
る
時
代
で
す
。
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古
タ
イ
ヤ
等
は
産
業
廃
棄
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
処
理
業
者
に
依
頼
を

　
古
ダ
イ
ヤ
、
廃
油
、
合
成
樹
脂
等

の
廃
棄
物
を
み
だ
り
に
屋
外
’
．
、
焼
却

す
る
こ
と
は
、
ひ
ど
い
ば
い
煙
や
悪

自ぺ

が
発
生
す
る
た
め
県
条
例
に
柔
り

禁
止
さ
れ
て
い
主
ナ

　
こ
れ
ら
廃
棄
物
を
処
理
す
る
場
合

は
、
左
記
の
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

に
依
頼
さ
れ
る
k
う
お
願
い
し
主
す

処
理
業
者
名

住
　
　
　
所

連
絡
先
2

取
扱
い
廃
棄
物

㈲
林
屋
商
店

卜
日
町
市
大
字
内
島
子

1
0
3
8
～
ワ
一

ワ
一
～
り
一
、
6
7
4

古
ダ
ィ
ヤ
、
廃
油

㈱
寿
ダ
イ
ヤ
セ
ン
々
1

北
魚
沼
郡
川
口
町
西
川
口

3
0
Ω
コ
0

（
0
2
5
8
8
9
）

3
り
一
ウ
一
ワ
一

古
ダ
／
－
ヤ

刈
羽
廃
ケ
イ
ヤ
セ
ン
ケ
i

刈
羽
郡
刈
羽
村
字
大
沢

4
3
9
～
3

（
0
2
5
8
）

4
6
～
5
1
9
り
一

古
ダ
イ
ヤ

㈱
マ
ス
ガ
ダ
食
品

．
島
郡
越
路
町
大
字
飯
塚

り
一
7
4
9
～
－

（
0
2
5
8
9
）

ウ
一
～
3
4
0
3

古
々
イ
ヤ
、
廃
油

住
民
検
診
（
繭
螂
痴
馳
掛
ゲ
ン
間
接
撮
影
）
日
程

◎
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
が
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受

　
診
さ
れ
な
い
か
た
は
、
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
象
地
　
区

5
月
23
目
困

午
前
9
時
3
0
分

～
午
後
3
時

十
日
町
市
民
会
館

十
日
町
（
平
場
）
地
区

5
月
鈎
日
困

5
月
％
日
樹

5
月
2
8
日
㈲

新
座
保
育
所

新
座
地
区

5
月
2
9
日
図

十
日
町
市
民
会
館

十
日
町
（
平
場
）
地
区

5
月
30
日
困

5
月
紐
日
困

大
井
田
公
民
館

大
井
田
地
区

6
月
1
日
囲

6
月
14
日
困

午
前
1

　
～
n
時

塩
野
冬
季
分
校

塩
野

後
1～

2
時

願
人
冬
季
分
校

願
入

6
月
1
5
日
働

剛
－
　
　
　
．
ラ

～
n
時

池
谷
分
校

池
谷
、
人
山

．
蝿
羅
餌
密

●
春
の
お
と
ず
れ
と
共
に
家
屋
の
新

築
、
改
築
な
ど
の
た
め
電
話
器
や
、

引
込
線
の
移
転
等
の
ご
注
文
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
急
な
ご
注
文
で
す
と
ご
希
望
の
日

に
工
事
が
～
．
、
き
な
い
場
合
か
あ
．
り
圭

す
の
で
、
特
に
春
の
こ
み
合
う
時
期

は
二
週
間
ほ
ど
前
に
ご
注
文
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
電
報
電
話
局
の
窓
口
営
業
時
間
を
、

つ
ぎ
の
と
お
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

主
し
た
の
イ
、
、
、
、
こ
案
内
い
た
し
主
す
、

平
日
　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
圭
で

土
曜
日
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で

日
曜
日
・
祝
日
　
休
業

　
な
お
、
電
話
受
付
は
つ
ぎ
の
と
お

り
イ
．
㌧
す
。

平
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
κ

時
ま
’
、
㌧

土
曜
日
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後

十
二
時
三
十
分
ま
で

日
曜
日
・
祝
日
　
休
業

国
際
児
童
年
記
念

「
母
と
子
で
つ
く
る

新
し
い
子
ど
も
の
歌
」
募
集

とおガ詐当

《
詞
の
募
集
》
子
ど
も
が
歌
う
の
に

適
し
た
も
の
で
．
長
さ
は
自
由
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
を
使
い
、
必
ず
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）

性
別
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

●
締
切
　
κ
月
二
卜
κ
日
團

●
送
り
先
　
〒
血
　
東
京
都
千
代
田

区
猿
楽
町
二
－
一
－
八
　
財
目
本
青

少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
「
母
と
子
で

つ
く
る
新
し
い
子
ど
も
の
歌
A
」
係

●
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
奮
（
O

．
、
．
）
二
九
五
－
六
一
四
一
番
）
ま
で
、

（7）

主
婦
の
ぺ
薫
お
と
税
金
．

　
パ
ー
ト
収
人
と
い
う
と
内
職
や
外

交
員
の
収
人
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
で
は
主
婦
の
パ
ー
ト
収

人
が
給
与
だ
け
の
場
合
所
得
税
が
ど

の
よ
う
に
な
る
か
を
説
明
し
て
み
ま

し
女
う
、
．

　
下
表
の
柔
う
に
、
パ
ー
ト
収
人
が

年
間
し
十
万
円
（
月
平
均
約
圧
万
八

千
、
．
一
．
白
円
）
ま
で
は
、
奥
さ
ん
に
も

税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
、
こ
主
人

の
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
も
受
け
ら

　～老後に
②ゆとりを～

れ
ま
す
、

　
年
間
収
入
が
七
十
万
円
を
超
え
し

十
九
万
円
ま
で
の
場
合
は
、
税
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
控
除
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
七
十
九
万
円
を
超
え
ま
す
と
税
金

も
か
か
り
ま
す
し
、
配
偶
者
控
除
も

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
、

か
税
務
相
談
室
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
、

　
　
パ
ー
ト
収
入
と
所
得
税

パ
ー
ト
の
年
収

夫
の
所
得
か
ら

醒
偶
者
控
除
が

パ
ー
ト
収
人

に
所
得
税
か

70

万
円
以
ト

又
け
ら
れ
る

か
か
ら
な
い

m
万
円
超

79

万
円
以
ド

賞
け
ら
れ
な
い

か
か
ら
な
い

79

万
円
超

又
け
ら
れ
な
い

か
か
る

主
婦
に
有
利
な

国
民
年
金

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の

た
め
に
あ
る
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
い
よ
う
で
す
、

し
か
し
今
生
き
て
い
る
あ

な
た
へ
の
保
障
が
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
、

＼
．

　
今
回
は
、
母
子
年
金
の
実
例
を
ひ

も
と
い
て
み
ま
し
ょ
う
、
　
（
A
子
さ

ん
は
国
民
年
金
の
任
意
加
人
者
で
夫

が
．
厚
生
年
金
加
入
の
場
合
）

　
市
内
に
住
む
A
子
さ
ん
一
家
に
、

突
然
の
不
幸
が
舞
い
込
ん
だ
．
家
の

大
黒
柱
に
先
立
た
れ
た
か
ら
だ
、
夫

婦
の
間
に
は
、
卜
歳
の
長
男
と
六
歳

の
長
女
の
二
入
の
子
供
が
い
る
．
こ

の
A
子
さ
ん
に
か
わ
っ
て
、
会
社
の

人
た
ち
が
よ
く
め
ん
ど
う
を
み
て
く

れ
た
。
四
十
九
日
忌
に
訪
れ
た
課
．
長

の
K
氏
が
こ
ん
な
質
問
を
し
た
「
奥

さ
ん
、
あ
な
た
国
民
年
金
に
加
人
し

て
い
ま
す
か
」
A
子
さ
ん
は
圧
卜
．
一

年
に
市
の
年
金
係
へ
で
か
け
、
国
民

年
金
に
加
人
し
た
こ
と
を
思
い
だ
し

た
、
む
ろ
ん
任
意
加
人
た

　
十
八
歳
未
満
の
子
供
が
い
て
、
妻

が
国
民
年
金
に
加
人
し
て
い
る
場
合
、

妻
は
年
金
に
加
入
し
て
か
ら
一
年
以

上
経
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

A
子
さ
ん
の
場
合
、
一
年
以
上
経
過

し
て
い
る
か
ら
O
K
だ
。
夫
の
遺
族

年
金
と
、
母
子
年
金
年
額
三
十
一
．
一
万

六
千
一
。
一
百
円
を
年
四
回
に
わ
け
て
も

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
じ
町
内
に
住
む
B
子
さ
ん
の
場

合
、
A
子
さ
ん
と
違
っ
て
全
く
気
の

毒
だ
．
ご
主
人
は
働
き
者
の
大
工
だ

っ
た
。
当
然
国
民
年
金
に
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
だ
っ
た
が
、
加

人
し
て
い
な
い
．
ま
し
て
B
子
さ
ん

は
、
年
金
制
度
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
ご
主
人
が
急
死
し
た
の
は
昨

年
の
秋
．
B
子
さ
ん
は
κ
歳
の
．
長
女

を
頭
に
、
、
、
人
の
子
供
を
持
つ
母
子
家

庭
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
し
ご
益

人
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ら
、
厚
生
年

金
（
遺
族
年
金
）
が
お
り
た
は
ず
だ
。

　
し
か
し
、
職
人
だ
っ
た
か
ら
国
民

年
金
の
強
制
加
入
グ
ル
㌧
フ
で
あ
り
、

遺
族
年
金
は
対
象
外
だ
．
ー
B
子
さ
ん

が
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
れ
は
、

母
子
年
金
は
必
ず
貰
え
た
の
だ
が
・
㌔

　
B
子
さ
ん
は
、
年
金
の
恩
恵
を
何

ら
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

で
も
B
子
さ
ん
は
、
こ
こ
で
年
金
に

加
人
し
た
。
せ
め
て
自
分
が
老
後
に

な
っ
て
も
ら
え
る
老
齢
年
金
を
受
け

る
た
め
だ
。
今
の
と
こ
ろ
生
活
が
苦

し
い
か
ら
、
保
険
料
免
除
の
手
続
き

を
と
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
、

　
奥
、
様
方
、
国
民
年
金
は
弱
い
症
場

に
あ
る
主
婦
の
た
め
、
有
利
な
特
典

か
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
一
日
も
早

く
加
人
さ
れ
た
方
が
お
得
で
し
虹
う



q
博
臥

（8）
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新
潟
県
交
通
安
全

シ
ン
ポ
ル
マ
8
ワ
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
県
の
建
設
を
め
ざ
す
た
め
、

県
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
：
ク

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
内
容
　
交
通
安
全
運
動
等
に

広
く
活
用
で
き
る
独
創
性
に
富
ん
だ

自
作
未
発
表
の
デ
ザ
イ
ン
。

●
応
募
方
法
　
qD
B
4
判
（
縦
3
6
・

4
α麗
横
2
5
・
7
伽
）
の
白
ケ
ン
ト
紙

に
色
三
色
以
内
（
図
案
の
説
明
、
配

色
の
理
由
を
付
記
）

　
働
用
紙
の
裏
面
に
住
所
、
職
業
（
学

校
名
）
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
。

　
⑥
官
製
、
私
製
は
が
き
に
よ
る
応

募
で
も
結
構
で
す
。

●
締
切
日
　
五
十
四
年
六
月
十
五
目

　
（
当
日
消
印
有
効
）

●
送
付
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
　
新
潟
県
生
活
環
境
部
交

通
安
全
対
策
課
　
8
0
二
五
二
（
二

三
）
五
五
一
一
番
内
線
三
二
五
〇
、

三
二
五
一
。

●
作
品
審
査
　
新
潟
県
関
係
者
及
び

専
門
家
で
構
成
す
る
作
品
審
査
会
で

選
考
決
定
し
ま
す
。

●
発
表
及
び
賞
金
　
五
十
四
年
七
月

二
十
日
（
予
定
）

特
選
　
一
点
　
三
万
円

入
選
　
二
点
　
記
念
品

●
版
権
　
採
用
図
案
の
版
権
（
複
製

権
を
含
む
）
は
、
新
潟
県
に
帰
属
．

●
そ
の
他
　
O
D
応
募
点
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
．
共
同
制
作
で
も
結
構

で
す
。

　
ω
採
用
図
案
は
適
宜
修
正
、
補
作

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
⑥
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
．

身
障
者
に
郵
便
ハ
ガ
キ

　
　
　
　
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す

　
郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
「
青
い
鳥
郵
便
ハ

ガ
キ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
重
度
の
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん
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　欝いエネルギーを海外仁

　駄青年海外協力隊員募集
　アジァ、アフリカ、中近東、中南米、南太平

洋地城の国々は、いま、国づくりのために、い

ろいろな分野で若い人材を必要としています。

青年海外協力隊はこのような開発途上国をベー

スとした国際協力活動の場で自分たちの能力を

活かしてみたいという人たちのいわば人材グル

ープです。新潟県からは、すでに82人の若者た

ちが参加し、現地で黙IO　C　V”と呼ばれ親し

まれています。

　この海外協力事業について、次のとおり「映

画と募集説明会」が開かれます。気軽に出かけ

てみてはいかがでしょうか。

日時　5月20日（日）午後2時～5時

場所　新潟市中央公民館（新潟市西堀通6～873

に
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
．

対
象
者
　
身
体
障
害
者
で
、
一
級
ま

た
は
二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
満
六
歳
（
昭
和
五
十
四
年
四

月
一
日
現
在
）
以
上
の
人
。

交
付
申
請
お
近
く
の
郵
便
局
へ
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．
申
請
用
紙
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郵
便
局
及
び
市
社
会
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
交
付
申
請
は
、
代
理
の
か
た
で
も

郵
便
で
も
で
き
ま
す
。
（
郵
便
の
場
合
は

本
人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所
ま

た
は
居
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記

入
の
上
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
）

枚
数
　
一
人
二
十
枚

申
請
期
間
　
配
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町
郵
便
局

（
8
二
－
壬
．
五
一
番
）
か
市
社
会

福
祉
事
務
所
保
護
係
（
8
七
⊥
一
二

二
一
番
内
線
二
一
四
〉
へ
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

》塒孟訟轍
　　　　　　　シリ＿ズ照2

戦後第1回メーデー
昭和21年5月18日

　
五
月
一
日
は
、
働
く
人
た
ち
の
祭

典
メ
ー
デ
ー
。
十
日
町
市
で
も
約
四

千
名
の
学
働
者
が
参
加
し
て
、
な
ご

や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
は
古
い
が
、
日
本
で
は
一
九

二
〇
年
に
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
戦
前
～
戦
中
～
弾
圧
な

ど
で
中
断
、
回
数
に
し
て
今
年
で
五

十
回
目
で
あ
る
。

　
な
ご
や
か
宏
メ
ー
デ
ー

　
街
頭
行
進
と
慰
安
演
藝

－
　
　
　
　
i
ー
十
八
日
繊
維
勢
組
が
主
催

卜
凹
町
餓
嘩
工
豪
轡
働
岨
含
は
別
彬
富
大
親
槙
な
行
当
に
穐
行
、
績

板
’
鉱
く
こ
の
稚
耶
内
団
業
者
阿

志
ヒ
㎝
括
し
た
望
力
な
縦
織
セ
以

（
鰭
喰
さ
藍
た
の
で
楽
る
十
八
呂

同
鍬
合
主
稼
で
設
立
纏
O
を
硬
ひ

（
衣
の
如
く
鞭
曹
式
㌧
街
瑚
行
婚

域
族
蹴
安
濱
典
舎
尊
毎
臼
行
峯
転

ぽ
行
、
温
和
な
’
ー
デ
ー
童
肚
謁

し
て
る
る
、
こ
の
R
嚇
臓
扉
切
予

も
ウ
肖
セ
合
せ
て
同
行
榔
●
晦
僻

し
魔
い
と
の
意
向
も
あ
■
叉
農
鯉

繊
合
鋸
鵬
辱
の
診
触
巾
姓
み
も
あ

つ
伽
楓
○
で
そ
れ
等
∬
實
繊
ナ
“

ぱ
嘗
日
け
學
郡
約
三
予
航
の
縦
合

戯
が
8
幽
ナ
る
こ
と
に
な
る
の
で

六
さ
申
る
こ
と
に
な
ら
ら
覧
上
紹

κ
鯛
の
計
略
に
よ
る
と
同
”
午
前

躍
先
づ
緯
乾
會
館
で
費
舎
式
汐
行

ひ
冨
賀
、
快
樋
一
で
頓
勢
を
盛
『
げ
勢

揃
し
旋
後
九
噂
半
か
ら
ラ
ツ
パ
餓

壷
先
，
矯
に
董
　
か
な
南
衙
行
題
に
移

り
町
セ
一
巡
1
た
後
闘
民
5
校
の

4
（
、
會
尉
に
乗
■
込
む
、
午
後
は

同
梗
爵
隅
堂
に
瑚
れ
主
七
し
（
近

在
の
創
合
幽
4
族
の
慰
繋
濱
斡
セ

キ
し
．
－
岡
夕
六
縛
ひ
ら
ぱ
會
柑
ヒ

4
鑑
血
胃
に
鯵
し
今
町
σ
飢
合
員

冥
震
軸
柵
輿
ゆ
彩
な
洞
の
で
慰

勢
ナ
る
陰
砲
で
の
る
、
の
こ
臼
の

　
実
質
的
な
策
一
回
メ
ー
デ
ー
を
所

報
し
た
昭
和
二
十
鱈
年
五
月
十
二
日

付
、
十
日
町
新
聞

　
さ
て
十
日
町
の
メ
ー
デ
ー
は
ど
う

か
。
昭
和
二
十
二
年
第
十
八
回
メ
ー

デ
ー
の
開
催
を
も
っ
て
、
そ
の
ス
タ

ー
ト
と
し
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う
は

そ
の
前
年
の
二
十
一
年
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
敗
戦
の
な
か
に
、
産
地

復
興
の
意
欲
が
も
り
あ
が
り
、
郡
市

内
繊
維
関
係
に
働
く
人
た
ち
を
結
集

し
て
、
「
十
日
町
繊
維
労
働
組
合
」

を
組
織
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
八

日
発
会
式
に
く
み
い
れ
て
、
家
族
慰

安
会
、
街
頭
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
繊
労
発
会
メ
ー
デ
ー

に
は
、
こ
れ
も
発
会
間
も
な
い
「
労

働
組
合
中
魚
沼
連
合
会
」
も
参
加
し

て
い
る
。
女
子
は
よ
れ
よ
れ
の
モ
ン

ペ
姿
に
ハ
チ
マ
キ
、
男
子
は
す
り
切
れ

た
カ
ー
キ
色
の
国
民
服
、
そ
し
て
ほ

と
ん
ど
が
、
素
足
に
ド
駄
ば
き
で
あ

る
。
今
日
の
よ
う
な
華
や
か
な
メ
ー

デ
ー
で
は
な
く
、
な
に
も
か
に
も
乏

景
し
い
な
か
の
メ
ー
デ
ー
で
あ
っ
た
。

風
だ
が
精
神
的
に
は
、
”
戦
後
の
復
興
は

「デ
わ
れ
わ
れ
の
手
で
”
と
い
っ
た
気
が

一
い
と
悲
壮
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
よ

メ
の
う
な
気
が
す
る
。

代
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

年
　
こ
う
し
て
翌
二
十
二
年
第
7
回

20

（
全
国
的
に
は
第
十
八
回
）
メ
ー
デ
i

和昭
を
郡
労
連
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
る

　
の
だ
が
、
当
時
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
を

　
み
る
と
、
市
教
育
委
員
長
の
石
坂
正

　
隆
、
織
物
組
合
阿
部
悌
治
専
務
、
イ

　
チ
ム
ラ
商
店
社
長
で
あ
っ
た
市
村
俊

　
郎
さ
ん
た
ち
が
名
を
連
ね
、
そ
し
て

　
大
半
が
十
日
町
を
去
り
、
故
人
に
な

　
ら
れ
て
い
る
。
記
録
を
と
ど
め
る
た

　
め
に
も
、
そ
の
人
た
ち
の
氏
名
を
あ

　
け
て
お
こ
う
。

　
▽
会
長
ー
富
沢
弥
策
（
宇
都
宮
製
作

　
所
）
△
副
会
長
－
阿
部
悌
治
（
繊
維

　
工
業
）
△
尾
口
平
吉
（
十
日
町
病
院
）

　
△
常
任
理
事
ー
石
坂
正
隆
（
繊
維
工

　
業
）
石
坂
正
治
（
日
通
）
根
津
亮
作

　
（
魚
沼
自
動
車
）
今
井
亥
助
（
郡
逓

　
信
従
業
員
）
小
林
祐
三
郎
（
繊
維
工

　
業
）
市
村
俊
郎
（
宇
都
宮
製
作
所
）

　
福
原
佐
平
（
新
興
繊
維
）
土
田
国
二

　
（
須
賀
製
作
所
）

　
　
私
が
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
の
は

　
た
し
か
昭
和
二
十
三
年
第
二
回
メ
ー

　
デ
ー
で
あ
り
、
大
会
場
は
十
日
町
小

　
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
市
民
会
館
）

　
郡
労
連
書
記
長
と
し
て
大
会
宣
言
を

　
行
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
何
人
か
が
、
大
会
の
途
中
で

　
倒
れ
た
。
イ
モ
と
ス
イ
ト
ン
の
戦
後

　
食
で
は
、
体
調
が
も
た
な
か
っ
た
の

　
で
あ
る
。
　
　
（
上
村
南
天
V
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夢
＼　砂一

　
「
お
ば
ん
で
．
こ
ざ
い
主
す
」
「
お

世
話
さ
ま
で
す
」
こ
ん
な
挨
拶
を
か

わ
し
な
が
ら
毎
月
一
回
集
っ
て
い

る
の
が
、
八
箇
の
落
之
水
勉
強
会
の

お
か
あ
さ
ん
た
ち
（
十
κ
人
〉
’
．
㌧
す
。

　
こ
の
部
落
は
、
山
の
斜
面
に
添
っ

て
点
在
す
る
十
五
戸
ほ
ど
の
集
落
で

あ
り
、
全
世
帯
が
農
家
で
す
。
こ
こ

で
グ
ル
ー
プ
が
で
き
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
す
で
に
数
年
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
た
消
費
生
活
物
資
な

ど
の
一
括
協
同
購
人
を
実
施
し
て
い

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
協

同
購
入
の
と
り
ま
と
め
や
配
分
作
業

は
、
毎
月
一
回
、
当
番
会
員
の
家
に
集

ま
り
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
の

数
時
間
を
お
茶
と
雑
談
と
そ
の
作
業
・

と
’
、
・
過
す
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う

こ
と
’
．
㌧
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
間
を
も
っ
と
有
効
に
使
う
こ
と

が
’
．
、
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
取
り
組
ん

だ
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
五
月
に
公
民
館
が

仲
間
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
す
で
に

二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間

は
会
員
相
互
が
気
楽
に
話
し
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
、
「
フ
イ
ル
ム

教
材
」
や
「
新
聞
切
り
抜
き
」
な

ど
を
話
し
合
い
の
教
材
と
し
て
、
「
青

少
年
の
不
良
化
防
止
に
つ
い
て
」
や

「
親
と
子
の
問
題
」
な
ど
を
取
り

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
昨
秋
あ
た
り
か

ら
だ
ん
だ
ん
と
「
歯
に
衣
を
き
せ
ぬ
」

話
し
合
い
が
か
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
学

あゆみだす
学習グループ

落之水勉強会一＝

習
会
は
、
講
師
を
依
頼
せ
ず
参
加
者

の
話
し
合
い
か
ら
学
習
を
深
め
る

（
こ
の
勉
強
会
の
特
徴
で
も
あ
る
の
で

す
が
…
－
）
形
態
の
た
め
、
思
う
ほ

ど
学
習
が
進
行
せ
ず
ど
う
ど
う
巡
り

の
よ
う
な
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
冬
期
間
は
い
ろ
い
ろ

な
事
情
か
ら
勉
強
会
を
休
ん
’
、
、
い
る

た
め
、
春
の
学
習
活
動
へ
の
導
人
も

一
足
づ
つ
遅
れ
ぎ
み
に
な
っ
て
い
主

す
f
主
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
勉
強
会

で
す
が
、
こ
の
話
し
合
い
を
進
め
て

き
た
な
か
で
「
青
少
年
の
心
の
一
端

が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
…
…
」

と
か
、
「
家
庭
で
こ
ど
も
た
ち
と
話
し

合
っ
て
み
た
…
…
」
と
か
「
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
検
討
を
」

な
ど
、
自
分
達
で
す
こ
し
で
も
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、
参
加
者

の
真
剣
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
年
度
も
五
月
か
ら
三
年
目
の
学

習
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

今
ま
イ
、
』
の
話
し
合
い
を
足
が
か
り
と

し
’
＼
自
分
の
そ
し
て
自
分
達
の
身

近
な
問
題
が
す
こ
し
で
も
理
解
’
．
、
き
、

よ
り
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
・
〆
、
し
て
、
ど
う
や
ら
歩
き
だ
し
た

こ
の
グ
ル
㌧
フ
が
、
自
分
の
こ
と
や

こ
ど
も
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
の
み

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら

の
向
上
と
と
も
に
地
域
や
社
会
の
問

題
に
も
、
ど
ん
ど
ん
目
を
向
け
て
く

れ
る
二
と
を
願
っ
て
い
主
す
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
坂
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
旺
頃
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に

参
加
す
る
機
会
の
少
な
い
ご
婦
人
を
対
象
に
、
健
康
増

進
と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
設
し
ま
す
。
運
動
不
足
の
あ
な
た
、
何
か
と

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
一
週
問
に
一
回
、

仲
間
と
お
も
い
き
り
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
κ
月
十
鉦
目
～
七
月
二
十
四
目
（
前
期
）

　
　
　
九
月
四
目
～
十
月
三
十
旦
後
期
）
の
毎
週
火
曜
目

時
間
　
各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
＋
分

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館
、
西
小
、
南
中
、
水
沢
小
、

　
　
　
吉
田
小
、
鐙
島
小
、
中
条
小
、
下
条
小
の
各
体

　
　
　
育
館
。

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

内
容
　
婦
人
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

　
　
　
ン
。

申
込
み
方
法
　
五
月
十
五
日
（
第
一
回
）
に
各
会
場
で

保
険
料
六
百
八
十
円
を
そ
え
て
。

　
詳
細
は
社
会
教
育
課
体
育
係
（
溶
七
－
三
一
二
番

内
線
二
七
五
）
へ
。

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
〃
“

　
体
育
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
を
対
象
に
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
巡
回

ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
地
区
及
び
会
場

　
東
ド
組
地
区

　
名
ケ
山
地
区

　
真
田
地
区

　
飛
二
地
区

　
馬
水
地
区

期
日

　
回
。

時
間

対
象
　
一
般

講
師

そ
の
他

東
ド
組
小

名
ケ
0
4

真
田
小

飛
渡
第
二
小

馬
場
小

、麟
r「7π〒｝＿Fr

コ薦

マ
，

げ鷲曝

各
会
場
と
も
五
月
か
ら
八
月
ま
で
五
回
、
九
月
一
回
、
十
月
一

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

　
　
（
男
、
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

十
目
町
市
体
育
指
導
委
員

　
目
程
等
は
、
・
て
れ
ぞ
れ
の
実
施
地
区
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

バトミントン協会会員募集

　十日町市バトミントン協会（会

長越村勝）では会員を募集してい

ます。経験者、初心者を問いませ

んのでご希望のかたは事務局の庭

野哲夫（87－2775番）までご連絡

ください。月、水、木の夜市民体

育館で練習しています。

成
人
式
は
＋
言
で
蕊

　
来
該
当
者
　
六
百
五
十
九
名
㈲

　
米
男
　
　
　
二
百
八
十
二
名
㈲

姜
　

三
百
七
＋
七
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
（
五
月
三
日
現
在
）
㈲

㌦
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ノ

㎜醐㎜醐醐醐醐避
葦
菱
…
…
…
菱
…
韮
釜
…
…
㌧



q
博
臥
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新
潟
県
交
通
安
全

シ
ン
ポ
ル
マ
8
ワ
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
交
通
事
故
の
な
い

明
る
い
県
の
建
設
を
め
ざ
す
た
め
、

県
に
ふ
さ
わ
し
い
シ
ン
ボ
ル
マ
：
ク

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
内
容
　
交
通
安
全
運
動
等
に

広
く
活
用
で
き
る
独
創
性
に
富
ん
だ

自
作
未
発
表
の
デ
ザ
イ
ン
。

●
応
募
方
法
　
qD
B
4
判
（
縦
3
6
・

4
α麗
横
2
5
・
7
伽
）
の
白
ケ
ン
ト
紙

に
色
三
色
以
内
（
図
案
の
説
明
、
配

色
の
理
由
を
付
記
）

　
働
用
紙
の
裏
面
に
住
所
、
職
業
（
学

校
名
）
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
載
。

　
⑥
官
製
、
私
製
は
が
き
に
よ
る
応

募
で
も
結
構
で
す
。

●
締
切
日
　
五
十
四
年
六
月
十
五
目

　
（
当
日
消
印
有
効
）

●
送
付
先
　
〒
九
五
一
　
新
潟
市
学

校
町
通
一
　
新
潟
県
生
活
環
境
部
交

通
安
全
対
策
課
　
8
0
二
五
二
（
二

三
）
五
五
一
一
番
内
線
三
二
五
〇
、

三
二
五
一
。

●
作
品
審
査
　
新
潟
県
関
係
者
及
び

専
門
家
で
構
成
す
る
作
品
審
査
会
で

選
考
決
定
し
ま
す
。

●
発
表
及
び
賞
金
　
五
十
四
年
七
月

二
十
日
（
予
定
）

特
選
　
一
点
　
三
万
円

入
選
　
二
点
　
記
念
品

●
版
権
　
採
用
図
案
の
版
権
（
複
製

権
を
含
む
）
は
、
新
潟
県
に
帰
属
．

●
そ
の
他
　
O
D
応
募
点
数
に
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
．
共
同
制
作
で
も
結
構

で
す
。

　
ω
採
用
図
案
は
適
宜
修
正
、
補
作

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
⑥
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
．

身
障
者
に
郵
便
ハ
ガ
キ

　
　
　
　
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す

　
郵
政
省
で
は
、
身
体
障
害
者
福
祉

強
調
運
動
に
ち
な
み
「
青
い
鳥
郵
便
ハ

ガ
キ
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
を
重
度
の
身
体
障
害
者
の
皆
さ
ん

第3種郵便物認可）昭和54年5月10日

　欝いエネルギーを海外仁

　駄青年海外協力隊員募集
　アジァ、アフリカ、中近東、中南米、南太平

洋地城の国々は、いま、国づくりのために、い

ろいろな分野で若い人材を必要としています。

青年海外協力隊はこのような開発途上国をベー

スとした国際協力活動の場で自分たちの能力を

活かしてみたいという人たちのいわば人材グル

ープです。新潟県からは、すでに82人の若者た

ちが参加し、現地で黙IO　C　V”と呼ばれ親し

まれています。

　この海外協力事業について、次のとおり「映

画と募集説明会」が開かれます。気軽に出かけ

てみてはいかがでしょうか。

日時　5月20日（日）午後2時～5時

場所　新潟市中央公民館（新潟市西堀通6～873

に
無
料
で
さ
し
あ
げ
て
い
ま
す
．

対
象
者
　
身
体
障
害
者
で
、
一
級
ま

た
は
二
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
満
六
歳
（
昭
和
五
十
四
年
四

月
一
日
現
在
）
以
上
の
人
。

交
付
申
請
お
近
く
の
郵
便
局
へ
身

体
障
害
者
手
帳
を
持
参
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ
い
．
申
請
用
紙
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
郵
便
局
及
び
市
社
会
福
祉
事

務
所
に
あ
り
ま
す
。

　
交
付
申
請
は
、
代
理
の
か
た
で
も

郵
便
で
も
で
き
ま
す
。
（
郵
便
の
場
合
は

本
人
の
手
帳
番
号
、
級
別
、
住
所
ま

た
は
居
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
を
記

入
の
上
、
押
印
し
て
く
だ
さ
い
）

枚
数
　
一
人
二
十
枚

申
請
期
間
　
配
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
詳
し
い
こ
と
は
十
日
町
郵
便
局

（
8
二
－
壬
．
五
一
番
）
か
市
社
会

福
祉
事
務
所
保
護
係
（
8
七
⊥
一
二

二
一
番
内
線
二
一
四
〉
へ
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

》塒孟訟轍
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戦後第1回メーデー
昭和21年5月18日

　
五
月
一
日
は
、
働
く
人
た
ち
の
祭

典
メ
ー
デ
ー
。
十
日
町
市
で
も
約
四

千
名
の
学
働
者
が
参
加
し
て
、
な
ご

や
か
に
く
り
ひ
ろ
げ
た
。
メ
ー
デ
ー

の
歴
史
は
古
い
が
、
日
本
で
は
一
九

二
〇
年
に
は
じ
め
て
開
催
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
戦
前
～
戦
中
～
弾
圧
な

ど
で
中
断
、
回
数
に
し
て
今
年
で
五

十
回
目
で
あ
る
。

　
な
ご
や
か
宏
メ
ー
デ
ー

　
街
頭
行
進
と
慰
安
演
藝

－
　
　
　
　
i
ー
十
八
日
繊
維
勢
組
が
主
催

卜
凹
町
餓
嘩
工
豪
轡
働
岨
含
は
別
彬
富
大
親
槙
な
行
当
に
穐
行
、
績

板
’
鉱
く
こ
の
稚
耶
内
団
業
者
阿

志
ヒ
㎝
括
し
た
望
力
な
縦
織
セ
以

（
鰭
喰
さ
藍
た
の
で
楽
る
十
八
呂

同
鍬
合
主
稼
で
設
立
纏
O
を
硬
ひ

（
衣
の
如
く
鞭
曹
式
㌧
街
瑚
行
婚

域
族
蹴
安
濱
典
舎
尊
毎
臼
行
峯
転

ぽ
行
、
温
和
な
’
ー
デ
ー
童
肚
謁

し
て
る
る
、
こ
の
R
嚇
臓
扉
切
予

も
ウ
肖
セ
合
せ
て
同
行
榔
●
晦
僻

し
魔
い
と
の
意
向
も
あ
■
叉
農
鯉

繊
合
鋸
鵬
辱
の
診
触
巾
姓
み
も
あ

つ
伽
楓
○
で
そ
れ
等
∬
實
繊
ナ
“

ぱ
嘗
日
け
學
郡
約
三
予
航
の
縦
合

戯
が
8
幽
ナ
る
こ
と
に
な
る
の
で

六
さ
申
る
こ
と
に
な
ら
ら
覧
上
紹

κ
鯛
の
計
略
に
よ
る
と
同
”
午
前

躍
先
づ
緯
乾
會
館
で
費
舎
式
汐
行

ひ
冨
賀
、
快
樋
一
で
頓
勢
を
盛
『
げ
勢

揃
し
旋
後
九
噂
半
か
ら
ラ
ツ
パ
餓

壷
先
，
矯
に
董
　
か
な
南
衙
行
題
に
移

り
町
セ
一
巡
1
た
後
闘
民
5
校
の

4
（
、
會
尉
に
乗
■
込
む
、
午
後
は

同
梗
爵
隅
堂
に
瑚
れ
主
七
し
（
近

在
の
創
合
幽
4
族
の
慰
繋
濱
斡
セ

キ
し
．
－
岡
夕
六
縛
ひ
ら
ぱ
會
柑
ヒ

4
鑑
血
胃
に
鯵
し
今
町
σ
飢
合
員

冥
震
軸
柵
輿
ゆ
彩
な
洞
の
で
慰

勢
ナ
る
陰
砲
で
の
る
、
の
こ
臼
の

　
実
質
的
な
策
一
回
メ
ー
デ
ー
を
所

報
し
た
昭
和
二
十
鱈
年
五
月
十
二
日

付
、
十
日
町
新
聞

　
さ
て
十
日
町
の
メ
ー
デ
ー
は
ど
う

か
。
昭
和
二
十
二
年
第
十
八
回
メ
ー

デ
ー
の
開
催
を
も
っ
て
、
そ
の
ス
タ

ー
ト
と
し
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う
は

そ
の
前
年
の
二
十
一
年
と
い
っ
て
い

い
だ
ろ
う
。
敗
戦
の
な
か
に
、
産
地

復
興
の
意
欲
が
も
り
あ
が
り
、
郡
市

内
繊
維
関
係
に
働
く
人
た
ち
を
結
集

し
て
、
「
十
日
町
繊
維
労
働
組
合
」

を
組
織
、
昭
和
二
十
一
年
五
月
十
八

日
発
会
式
に
く
み
い
れ
て
、
家
族
慰

安
会
、
街
頭
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
の
繊
労
発
会
メ
ー
デ
ー

に
は
、
こ
れ
も
発
会
間
も
な
い
「
労

働
組
合
中
魚
沼
連
合
会
」
も
参
加
し

て
い
る
。
女
子
は
よ
れ
よ
れ
の
モ
ン

ペ
姿
に
ハ
チ
マ
キ
、
男
子
は
す
り
切
れ

た
カ
ー
キ
色
の
国
民
服
、
そ
し
て
ほ

と
ん
ど
が
、
素
足
に
ド
駄
ば
き
で
あ

る
。
今
日
の
よ
う
な
華
や
か
な
メ
ー

デ
ー
で
は
な
く
、
な
に
も
か
に
も
乏

景
し
い
な
か
の
メ
ー
デ
ー
で
あ
っ
た
。

風
だ
が
精
神
的
に
は
、
”
戦
後
の
復
興
は

「デ
わ
れ
わ
れ
の
手
で
”
と
い
っ
た
気
が

一
い
と
悲
壮
感
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
よ

メ
の
う
な
気
が
す
る
。

代
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
一

年
　
こ
う
し
て
翌
二
十
二
年
第
7
回

20

（
全
国
的
に
は
第
十
八
回
）
メ
ー
デ
i

和昭
を
郡
労
連
が
主
催
す
る
こ
と
に
な
る

　
の
だ
が
、
当
時
の
役
員
の
顔
ぶ
れ
を

　
み
る
と
、
市
教
育
委
員
長
の
石
坂
正

　
隆
、
織
物
組
合
阿
部
悌
治
専
務
、
イ

　
チ
ム
ラ
商
店
社
長
で
あ
っ
た
市
村
俊

　
郎
さ
ん
た
ち
が
名
を
連
ね
、
そ
し
て

　
大
半
が
十
日
町
を
去
り
、
故
人
に
な

　
ら
れ
て
い
る
。
記
録
を
と
ど
め
る
た

　
め
に
も
、
そ
の
人
た
ち
の
氏
名
を
あ

　
け
て
お
こ
う
。

　
▽
会
長
ー
富
沢
弥
策
（
宇
都
宮
製
作

　
所
）
△
副
会
長
－
阿
部
悌
治
（
繊
維

　
工
業
）
△
尾
口
平
吉
（
十
日
町
病
院
）

　
△
常
任
理
事
ー
石
坂
正
隆
（
繊
維
工

　
業
）
石
坂
正
治
（
日
通
）
根
津
亮
作

　
（
魚
沼
自
動
車
）
今
井
亥
助
（
郡
逓

　
信
従
業
員
）
小
林
祐
三
郎
（
繊
維
工

　
業
）
市
村
俊
郎
（
宇
都
宮
製
作
所
）

　
福
原
佐
平
（
新
興
繊
維
）
土
田
国
二

　
（
須
賀
製
作
所
）

　
　
私
が
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
の
は

　
た
し
か
昭
和
二
十
三
年
第
二
回
メ
ー

　
デ
ー
で
あ
り
、
大
会
場
は
十
日
町
小

　
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
現
市
民
会
館
）

　
郡
労
連
書
記
長
と
し
て
大
会
宣
言
を

　
行
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
何
人
か
が
、
大
会
の
途
中
で

　
倒
れ
た
。
イ
モ
と
ス
イ
ト
ン
の
戦
後

　
食
で
は
、
体
調
が
も
た
な
か
っ
た
の

　
で
あ
る
。
　
　
（
上
村
南
天
V
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夢
＼　砂一

　
「
お
ば
ん
で
．
こ
ざ
い
主
す
」
「
お

世
話
さ
ま
で
す
」
こ
ん
な
挨
拶
を
か

わ
し
な
が
ら
毎
月
一
回
集
っ
て
い

る
の
が
、
八
箇
の
落
之
水
勉
強
会
の

お
か
あ
さ
ん
た
ち
（
十
κ
人
〉
’
．
㌧
す
。

　
こ
の
部
落
は
、
山
の
斜
面
に
添
っ

て
点
在
す
る
十
五
戸
ほ
ど
の
集
落
で

あ
り
、
全
世
帯
が
農
家
で
す
。
こ
こ

で
グ
ル
ー
プ
が
で
き
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
す
で
に
数
年
前
か
ら

続
け
ら
れ
て
い
た
消
費
生
活
物
資
な

ど
の
一
括
協
同
購
人
を
実
施
し
て
い

た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
協

同
購
入
の
と
り
ま
と
め
や
配
分
作
業

は
、
毎
月
一
回
、
当
番
会
員
の
家
に
集

ま
り
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
夜
の

数
時
間
を
お
茶
と
雑
談
と
そ
の
作
業
・

と
’
、
・
過
す
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う

こ
と
’
．
㌧
す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
、
こ

の
時
間
を
も
っ
と
有
効
に
使
う
こ
と

が
’
．
、
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
取
り
組
ん

だ
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
五
月
に
公
民
館
が

仲
間
入
り
さ
せ
て
も
ら
っ
て
す
で
に

二
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
二
年
間

は
会
員
相
互
が
気
楽
に
話
し
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
と
考
え
、
「
フ
イ
ル
ム

教
材
」
や
「
新
聞
切
り
抜
き
」
な

ど
を
話
し
合
い
の
教
材
と
し
て
、
「
青

少
年
の
不
良
化
防
止
に
つ
い
て
」
や

「
親
と
子
の
問
題
」
な
ど
を
取
り

あ
げ
て
き
ま
し
た
。
昨
秋
あ
た
り
か

ら
だ
ん
だ
ん
と
「
歯
に
衣
を
き
せ
ぬ
」

話
し
合
い
が
か
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
学

あゆみだす
学習グループ

落之水勉強会一＝

習
会
は
、
講
師
を
依
頼
せ
ず
参
加
者

の
話
し
合
い
か
ら
学
習
を
深
め
る

（
こ
の
勉
強
会
の
特
徴
で
も
あ
る
の
で

す
が
…
－
）
形
態
の
た
め
、
思
う
ほ

ど
学
習
が
進
行
せ
ず
ど
う
ど
う
巡
り

の
よ
う
な
場
合
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
冬
期
間
は
い
ろ
い
ろ

な
事
情
か
ら
勉
強
会
を
休
ん
’
、
、
い
る

た
め
、
春
の
学
習
活
動
へ
の
導
人
も

一
足
づ
つ
遅
れ
ぎ
み
に
な
っ
て
い
主

す
f
主
だ
ま
だ
課
題
が
多
い
勉
強
会

で
す
が
、
こ
の
話
し
合
い
を
進
め
て

き
た
な
か
で
「
青
少
年
の
心
の
一
端

が
わ
か
る
よ
う
な
気
が
す
る
…
…
」

と
か
、
「
家
庭
で
こ
ど
も
た
ち
と
話
し

合
っ
て
み
た
…
…
」
と
か
「
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
検
討
を
」

な
ど
、
自
分
達
で
す
こ
し
で
も
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
と
と
も
に
、
参
加
者

の
真
剣
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
今
年
度
も
五
月
か
ら
三
年
目
の
学

習
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が

今
ま
イ
、
』
の
話
し
合
い
を
足
が
か
り
と

し
’
＼
自
分
の
そ
し
て
自
分
達
の
身

近
な
問
題
が
す
こ
し
で
も
理
解
’
．
、
き
、

よ
り
明
る
い
家
庭
づ
く
り
を
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
・
〆
、
し
て
、
ど
う
や
ら
歩
き
だ
し
た

こ
の
グ
ル
㌧
フ
が
、
自
分
の
こ
と
や

こ
ど
も
の
こ
と
、
家
庭
の
こ
と
の
み

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
ら

の
向
上
と
と
も
に
地
域
や
社
会
の
問

題
に
も
、
ど
ん
ど
ん
目
を
向
け
て
く

れ
る
二
と
を
願
っ
て
い
主
す
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
坂
）

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
旺
頃
ス
ポ
ー
ツ
関
係
行
事
に

参
加
す
る
機
会
の
少
な
い
ご
婦
人
を
対
象
に
、
健
康
増

進
と
明
る
い
仲
間
づ
く
り
を
目
指
し
て
婦
人
ス
ポ
ー
ツ

教
室
を
開
設
し
ま
す
。
運
動
不
足
の
あ
な
た
、
何
か
と

ス
ト
レ
ス
の
た
ま
っ
て
い
る
あ
な
た
一
週
問
に
一
回
、

仲
間
と
お
も
い
き
り
汗
を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
　
κ
月
十
鉦
目
～
七
月
二
十
四
目
（
前
期
）

　
　
　
九
月
四
目
～
十
月
三
十
旦
後
期
）
の
毎
週
火
曜
目

時
間
　
各
教
室
と
も
午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
＋
分

会
場
　
十
日
町
市
民
体
育
館
、
西
小
、
南
中
、
水
沢
小
、

　
　
　
吉
田
小
、
鐙
島
小
、
中
条
小
、
下
条
小
の
各
体

　
　
　
育
館
。

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

内
容
　
婦
人
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ

　
　
　
ン
。

申
込
み
方
法
　
五
月
十
五
日
（
第
一
回
）
に
各
会
場
で

保
険
料
六
百
八
十
円
を
そ
え
て
。

　
詳
細
は
社
会
教
育
課
体
育
係
（
溶
七
－
三
一
二
番

内
線
二
七
五
）
へ
。

巡
回
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
〃
“

　
体
育
施
設
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
地
区
を
対
象
に
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ヨ
ン
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
巡
回

ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
地
区
及
び
会
場

　
東
ド
組
地
区

　
名
ケ
山
地
区

　
真
田
地
区

　
飛
二
地
区

　
馬
水
地
区

期
日

　
回
。

時
間

対
象
　
一
般

講
師

そ
の
他

東
ド
組
小

名
ケ
0
4

真
田
小

飛
渡
第
二
小

馬
場
小

、麟
r「7π〒｝＿Fr

コ薦

マ
，

げ鷲曝

各
会
場
と
も
五
月
か
ら
八
月
ま
で
五
回
、
九
月
一
回
、
十
月
一

午
後
七
時
三
十
分
～
九
時
三
十
分

　
　
（
男
、
女
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）

十
目
町
市
体
育
指
導
委
員

　
目
程
等
は
、
・
て
れ
ぞ
れ
の
実
施
地
区
に
連
絡
い
た
し
ま
す
。

バトミントン協会会員募集

　十日町市バトミントン協会（会

長越村勝）では会員を募集してい

ます。経験者、初心者を問いませ

んのでご希望のかたは事務局の庭

野哲夫（87－2775番）までご連絡

ください。月、水、木の夜市民体

育館で練習しています。

成
人
式
は
＋
言
で
蕊

　
来
該
当
者
　
六
百
五
十
九
名
㈲

　
米
男
　
　
　
二
百
八
十
二
名
㈲

姜
　

三
百
七
＋
七
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欄

　
　
　
　
（
五
月
三
日
現
在
）
㈲

㌦
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ノ

㎜醐㎜醐醐醐醐避
葦
菱
…
…
…
菱
…
韮
釜
…
…
㌧
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■
脱
　
凸
『
．
．
　
　
　
　
、
9
㌔
，

通
信
販
売
．
蕪
禰
鰹
欝
拶

　
最
近
、
嘱
託
員
さ
ん
を
通
じ
て
市

が
斡
旋
し
た
り
紹
介
し
た
か
の
よ
う

な
誤
解
を
与
え
る
商
品
販
売
を
し
て

い
る
業
者
や
団
体
が
あ
る
よ
う
で
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
福
祉
関
係
の
名
称
や
慈
善

事
業
の
名
目
を
使
っ
て
の
も
の
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
市
が
紹
介
し
た
り

お
願
い
す
る
場
合
に
は
、
市
長
名
ま

た
は
、
市
の
名
で
嘱
託
員
さ
ん
を
通

じ
て
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
誤
解

の
な
い
共
う
に
特
に
お
ね
が
い
し
ま
す
．

訪
問
販
売
で
こ
ん
な
こ
と
が

　
最
近
、
市
内
で
の
訪
問
販
売
で
つ

ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

〈
事
例
①
〉
　
健
康
食
品
を
三
万
円

で
契
約
し
、
千
円
の
予
約
金
を
支
払

い
、
家
族
と
相
談
し
た
ら
高
す
ぎ
る

の
で
解
約
し
よ
う
と
し
た
が
会
社
に

連
絡
が
と
れ
ず
に
市
・
商
工
課
に
相

談
に
き
た
。
幸
い
、
四
日
以
内
で
あ

っ
た
た
め
予
約
金
千
円
は
返
ら
な
か

っ
た
が
解
約
す
る
こ
と
が
で
き
た

〈
事
例
②
〉
　
高
価
な
電
気
機
械
（
営

業
用
六
十
万
円
）
を
頭
金
一
万
円

を
支
払
い
割
賦
販
売
の
契
約
を
し
た
、

し
か
し
う
ま
く
い
き
そ
う
に
な
い
た

め
、
四
日
目
に
電
話
で
解
約
の
申
し

人
れ
を
し
た
。

　
そ
の
時
点
で
業
者
は
受
け
た
よ
う

に
み
せ
た
が
、
二
～
．
．
、
日
後
、
四
目

以
内
に
書
面
を
も
り
て
手
続
き
を
し

て
い
な
い
た
め
解
約
で
き
な
い
と
し

て
、
機
械
の
使
用
料
と
し
て
十
数
万

円
を
請
求
し
、
機
械
も
ひ
き
と
っ
た
、

　
こ
の
二
件
の
事
例
で
も
わ
か
る
よ

う
に
、
訪
間
販
売
等
の
場
合
、
①
現

金
を
支
払
わ
な
い
こ
と
②
品
物
を
使

用
し
な
い
こ
と
③
四
日
以
内
に
書
面

で
通
知
（
内
容
証
明
郵
便
）
す
る
こ

と
が
解
約
で
き
る
条
件
で
ナ
．

消
費
生
活
改
善
推
進
員

献血車日程

と　き　5月24目（木）

　　　午前10時～午後3時

ところ　関芳織物㈱　関芳会館

とき5月25日（金）
　　　与二前10日寺～舟二後3日寺

ところ　　Hl町専門店会

明日といわず今献血しましょう

空から地上を眺めてみよう
　4月28日、下条の貝ノ川と信濃川の合流地

点にヘリコプターが一台降りたちました。

　このヘリは、下条地区の有志がよんだもの

で、自分たちの住んでいるこの地域を、空の

上から眺めて、それから地域のことを考えよ

うという、ユニークな発想によるものです。

12名が空を飛びましたが、皆さんそれぞれ感

じるものがあったようです。

　
消
費
生
活
改
善
推
進
員
が
、
こ
と

し
か
ら
．
一
名
に
な
り
表
し
た
。

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
、
苦
情

等
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

　
湯
沢
澄
子
（
学
校
町
二
　
B
し
！

一
．
．
瓦
四
八
番
V

　
佐
藤
蔦
子
（
昭
和
町
一
　
8
二
ー

．
∴
二
．
．
．
一
一
一
番
）

　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　講
　　　　　　　＄驚1

住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅

（
五
・
〇
五
％
ロ
）
申
し
込
み
受
付

◎
期
間
　
五
月
一
日
図
～
五
月
一
』
卜

　
　
を
　
　
　
を

　
　
ム
　
　
ム

更
｝
　
　
一
　
　
更

変
ホ
　
　
ホ
　
　
変

場
年
　
　
年
館
部
　
　
院

会
少
館
少
育
　
一
院
医

の
青
会
青
体
の
医
堂

種
労
民
労
民
医
田
誠

接
勤
市
勤
市
急
池
至

一
防
　
　
　
　
　
救

…
予
囲
　
樹
　
　
日

…
炎
日
　
　
日
　
　
休
日
日

…
脳
1
8
　
8
　
　
の
2
0
2
7

…
本
月
　
　
月
　
　
月
月
月

一
日
5
　
6
　
　
5
5
5

一
幽
　
　
　
　
　
圃

．
日
困

◎
場
所
　
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関

◎
選
定
方
法
　
先
着
順

●
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関

東
支
部
（
8
（
〇
二
七
一
、
）
－
－
．
．
．
．

！
六
六
κ
κ
番
）
圭
た
は
、
お
近
く

の
公
庫
業
務
取
扱
金
融
機
関
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）
千
円
　
▼

丸
山
清
治
（
ド
条
本
町
）
一
万
円

知
か

薯
、

　
レ
目
町
地
域
消
防
本
部
・
署
は
、

広
域
事
務
組
合
の
、
機
構
て
、
本
来

市
町
村
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
消

防
事
務
を
、
共
同
処
理
す
る
た
め
設

置
さ
れ
た
機
関
で
す
・

　
組
織
は
、
消
防
本
部
の
、
二
課
と
、

消
防
署
の
一
署
二
分
遣
所
か
ら
な
り
、

消
防
長
以
ド
七
十
五
名
の
職
員
が
、

一
部
を
除
き
二
十
四
時
間
交
替
で
勤

務
し
て
い
ま
す
、

　
消
防
団
は
、
各
市
町
村
ご
と
に
設

置
さ
れ
、
総
員
…
、
一
千
百
二
十
六
名
の

団
員
が
い
ま
す
。
卜
日
町
市
の
消
防

団
は
、
十
八
分
団
・
千
四
百
し
名
の

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　
主
な
装
備
は
、
署
・
団
を
合
わ
せ

自
動
車
ポ
ン
プ
十
四
台
、
救
急
車
四

台
、
指
令
車
．
．
ρ
台
、
救
助
工
作
車
、

タ
ン
ク
車
、
梯
子
車
、
化
学
消
防
車
、

泡
放
射
砲
車
、
連
絡
車
各
芸
口
、
小

型
動
力
ポ
ン
。
フ
．
一
百
五
十
亡
台
、
小

型
ポ
ン
プ
積
載
車
二
士
．
云
・
、
超
短

波
無
線
機
十
八
基
と
防
火
水
槽
六
百

六
十
六
基
、
火
の
見
櫓
百
七
卜
、
．
甲
基

の
施
設
を
有
し
、
合
わ
せ
て
日
頃
の

訓
練
、
予
防
消
防
思
想
の
普
及
な
ど

万
　
の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
（
消
防
長
　
上
村
安
輝
）

l　l，901／面積…・2H．44km2（4月1日現在）

（
香
典
返
し
）
　
▼
村
山
正
弘
（
卜
条

四
r
目
）
症
万
円
（
香
典
返
し
）

▼
ー
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ

．
一
万
六
千
八
百
、
．
十
六
円
（
交
通
遺

児
に
）
　
▼
匿
名
　
百
円
（
．
円
k
）

▼
昭
和
町
　
一
万
円
　
▼
新
川
屋
建

設
［
業
（
株
）
．
、
．
卜
万
円

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
κ
月
卜
六
目
困
午
前
八
時
一
．
．
卜

ゴ司陽包噛pg
　のあと
　　　　　bン慣穣

瀬豹励赫

子
俣
の
日

●

『

〔
　
r
6

、
，

㌦
￥

由む
嶺杉

o

　
　
命

噸
雷
愈

　
　
　
ノ

、
継

、、、

今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
第
一
期

．
軽
自
動
車
税
　
全
期
．

・
納
期
限
は
五
月
三
十
一
日

へ
刀
～
正
午
主
で
　
小
黒
沢
　
▼
圧
月

．
．
卜
六
日
午
前
八
時
～
十
一
時
．
、
卜

分
友
で
　
山
本
町
一
丁
目
の
．
部
、

山
本
町
一
．
r
目
、
山
本
町
．
．
．
r
目
の

一
部
、
山
本
町
四
丁
目
、
山
本
町
圧

丁
目
、
本
町
一
r
目
の
．
部

　
　
　
　
　
　
　
』
く

　
　
惨
渉
2
　
齢

〇
五
月
士
．
一
日
は
成
人
式
で
す
．
今

年
は
六
百
五
長
九
人
（
男
二
百
八
卜

二
、
女
三
百
七
十
七
）
が
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。

　
成
人
式
を
迎
え
た
ば
か
り
の
若
者

か
ら
「
ど
う
も
十
日
町
の
若
者
は
覇

気
が
足
り
な
い
よ
う
だ
」
と
い
う
声

を
聞
き
ま
し
た
、
妾
、
う
い
え
ば
、
サ

ー
ク
ル
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を
流

し
て
い
る
青
年
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
．
、

　
人
生
は
避
遁
だ
と
い
い
ま
す
。
こ

の
六
百
五
十
九
人
の
若
者
か
ら
、
素

晴
し
い
め
ぐ
り
あ
い
の
場
を
求
め

て
欲
し
い
と
祈
ら
れ
ま
す
．
、
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